
少第128号

平成22年３月４日

各 所 属 長 殿

岐阜県警察本部長

少年補導員の運用に関する要綱の制定について（通達）

少年補導員については「「少年補導員の運用に関する要綱」の制定について」（平成

15年３月26日付け少第182号。以下「旧通達」という。）に基づいて運用してきたところ

であるが、このたび、少年警察ボランティアの活動の活性化を図ることを目的として、新

たに別添のとおり「少年補導員の運用に関する要綱」（以下「要綱」という。）を制定し、

平成22年４月１日から実施することとしたので、効果的な運用に努められたい。

なお、旧通達は、廃止する。



別添 〔制定 平成22年少第128号〕

少年補導員の運用に関する要綱

第１ 目的

この要綱は、少年補導員の運用に関し必要な事項を定めることを目的とする。

第２ 少年補導員の要件及び委嘱時の留意事項

１ 少年補導員は、次に掲げる要件を具備する者でなければならない。

(1) 少年問題に対する関心と理解を有すること。

(2) 少年の健全な育成に資するための活動に対して熱意と行動力を有すること。

(3) 自主的、自発的な活動を可能にするだけの時間的余裕を有すること。

(4) 人格、識見、社会的信望等を踏まえ、真に活動が期待できる者であること。

２ 委嘱時の留意事項

(1) 警察署長（以下「署長」という。）は、社会的地位や知名度にとらわれることな

く、少年関係機関・団体や地域住民から幅広く意見を聞くなどし、少年の健全育成

に意欲的な適任者を推薦すること。

(2) より積極的かつ自発的な活動ができるような女性、大学生等の若者、PTA等多様

な人材を委嘱するなど一定の地域の居住者又は特定の職域階層者に偏することのな

いように配慮すること。

第３ 委嘱の手続

１ 署長は、少年補導員推薦書（別記様式第１号）により、警察本部長（以下「本部長」

という。）に対して少年補導員としての適任者を推薦するものとする。

２ 本部長は、委嘱に当たっては、委嘱状（別記様式第２号）及び少年補導員の証（別

記様式第３号）を交付するものとする。

第４ 少年補導員の定数等

少年補導員の定数及び警察署別配置基準は、少年人口、少年を取り巻く環境その他少

年非行の実態等を考慮して別表のとおりとするが本部長は、県下の実情に応じ、定数の

範囲内で弾力的に運用できるものとする。

第５ 委嘱の期間

少年補導員の委嘱期間は２年とし、再委嘱を妨げない。ただし、補充の少年補導員の

委嘱期間は前任者の残りの期間とする。

第６ 活動内容

少年補導員の活動内容は、次のとおりとする。

(1) 要保護少年の発見・保護に関すること。

(2) 非行少年及び不良行為少年の発見・補導に関すること。

(3) 非行少年及び不良行為少年の継続補導に関すること。

(4) 少年相談に関すること。

(5) 少年をめぐる有害環境の浄化に関すること。

(6) 少年の非行集団等の解体・補導への協力援助に関すること。

(7) 少年の規範意識の向上等に資する活動への協力援助に関すること。

(8) その他地域における少年の非行を防止し、及び少年の健全育成に関すること。

第７ 解嘱



１ 本部長は、長期の療養を要する疾病等により任務の遂行が困難と認められる場合、

又は刑罰法令に触れる行為、反道徳的、社会的行為があったときなど少年補導員とし

てその任務を遂行するにふさわしくない事由があると認める場合は、その委嘱期間に

かかわらず解嘱することができるものとする。

２ 署長は、少年補導員としてその任務の遂行が困難又は任務を遂行するにふさわしく

ない事由があると認めるときは、本部長に対し、解嘱上申書（別記様式第４号）によ

り、当該少年補導員の解嘱を上申するものとする。

ただし、少年補導員が任期中に死亡した場合、又は本人より辞任の申し出を受理し

た場合は、すみやかに本部少年課に報告すること。

３ 署長は、少年補導員が任期中に死亡した場合を除き、その任期内において解嘱した

場合には、解嘱通知書（別記様式第５号）を本人に交付するものとする。

４ 少年補導員を解嘱した場合は、少年補導員の証、少年補導員手帳及び少年補導員腕

章等を速やかに返納させるものとする。

第８ 少年指導委員の兼務

少年補導員のうち適任と認められる者については、風俗営業等の規制及び業務の適正

化等に関する法律（昭和23年法律第122号）第38条第１項に規定する少年指導委員を兼

務できるものとする。

第９ 重点地区活動

署長は、管内の少年非行の発生状況や少年を取り巻く環境の変化等から必要がある場

合には、地区を定め、地域住民と一体となった重点的な少年非行防止又は環境浄化活動

を推進するものとする。

第10 少年補導員の教養

署長はこの制度の効果的推進のため、研修会、参考資料によって、おおむね次の事項

について教養を実施すること。

(1) 少年補導員の任務と基本的な心構え

(2) 少年関係法令の基本的知識

(3) 少年の特性

(4) 街頭補導と面接その他少年処遇の技術

(5) 少年非行の特徴的傾向

(6) 有害環境の現状と問題点

(7) 警察の非行防止対策と連携方法

第11 運用上の留意事項

署長は、少年補導員の運用に当たり、次に掲げる事項に留意しなければならない。

(1) 少年補導員に対して、活動を通じて知り得た秘密を厳守させること。

(2) 街頭補導活動を行うに当たっては、原則として警察官と同行して行わせるなど、

活動中に危害を受けることがないよう適切な措置を講ずること。

(3) 交番及び駐在所勤務員との連携に配意させること。

(4) 少年補導員として活動した際は、少年補導員従事記録（別記様式第６号）に活動

内容を記載すること。

第12 報償



１ 署長は、少年補導員に対して、予算の範囲内で報償金を支給できるものとする。

２ 署長は、報償金の支給に当たっては、次に掲げる事項により行うものとする。

(1) 少年補導員報償金支給対象者名簿（別記様式第７号）を整備すること。

(2) 少年補導員の活動実態は、少年補導員従事記録により確認することとする。

(3) 報償金の支給方法は、口座振替によるものとし、支出の際、支出金調書に少年補

導員報償金支出内訳書（別記様式第８号）を添付すること。

附 則

１ この要綱は、平成22年４月１日から施行する。

２ 旧要綱により少年補導員に委嘱されている者は、その委嘱期間満了までは、この要

綱により委嘱されたものとみなす。



別表

警察署別少年補導員配置基準表

(人 )

警 察 署 別 定 数 警 察 署 別 定 数

岐阜中警察署 ６７ 郡 上 警 察 署 ２３

岐阜南警察署 ３１ 関 警 察 署 ４６

岐阜北警察署 ４８ 加 茂 警 察 署 ３６

各務原警察署 ４０ 可 児 警 察 署 ３９

岐阜羽島警察署 ４０ 多治見警察署 ６９

海 津 警 察 署 １３ 中津川警察署 ３０

養 老 警 察 署 １８ 恵 那 警 察 署 ２９

垂 井 警 察 署 １４ 下 呂 警 察 署 ２９

大 垣 警 察 署 ７５ 高 山 警 察 署 ５０

揖 斐 警 察 署 ３０ 飛 騨 警 察 署 １９

北 方 警 察 署 ４０ 計 ８００

山 県 警 察 署 １４



別記様式第１号

第 号
年 月 日

岐阜県警察本部長 殿

警察署長

少 年 補 導 員 推 薦 書
次の者を少年補導員として推薦します。

ふ り が な
住 所 生年月日 主な少年補導 当初委嘱 新・再

番号 職 業 氏 名 主な役職
（電話番号） （年齢） 活 動 歴 年 月 日 の 別

（性 別）



別記様式第２号

第 号

委 嘱 状

様

あなたを少年補導員に委嘱します

委嘱期間は 年 月 日から 年 月 日まで

とします

年 月 日

岐阜県警察本部長 印



別記様式第３号

（表面）

第 号

少 年 補 導 員 の 証

住所

氏名

写 年 月 日生

委嘱期間は 年 月 日から

年 月 日まで

真

岐阜県警察本部長 印

（裏面）

注 意 事 項

１ この証は、少年補導活動に従事するときは必ず携帯してください。

２ この証を紛失又は汚損したときは警察署長に届け出てください。

３ 少年補導員を辞任したときは、直ちに返納してください。

４ この証は、他人に貸与しないこと。



別記様式第４号

第 号

平 成 年 月 日

岐阜県警察本部長 殿

警 察 署 長

解 嘱 上 申 書

住 所

被 上 申 書 氏 名

生年月日

解 嘱 事 由

そ の 他



別記様式第５号

解 嘱 通 知 書

様

少 年 補 導 員 を 解 嘱 し ま す。

平成 年 月 日

岐 阜 県 警 察 本 部 長 印



別記様式第６号

少年補導員従事記録

月 日

NO 少年補導員氏名 従事月日・時間 従事場所 用務内容

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18



別記様式第７号

少年補導員報償金支給対象者名簿

支 給 対 象 者 委 嘱 期 間

備 考

住 所 職 業 氏 名 始 期 認定印 終 期 認定印

注１ 委嘱期間欄は支給の始期又は終期の年月日を記入し、所属長が押印すること。

２ 備考欄には、解嘱状況等を簡記すること。



別記様式第８号

少年補導員報償金支出内訳書

（ 年度分）

支 給 対 象 者 名 簿

支出金額 備考

住 所 氏 名

計 人 円

本書のとおり相違ないことを証明する。

年 月 日

(階級 ) (氏名 )
警察署長


